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第 3 回 瀬戸市国際未来教育特区学校審議会 議事録 

 

日 時：令和 2 年 5 月 29 日（金）午後 2 時 00 分から 

場 所：瀬戸市役所 5 階 全員協議会室 

出席者：委員：西淵茂男、丸地弘泰、八槇直幸、清水克博、伊藤亜有夢、森和久 

    市：教育長、教育部長、経営戦略部長、教育政策課長、政策推進課長、 

事務局 

 ○教育部長 

  定刻となりましたので、只今より「第３回 瀬戸市国際未来教育特区学校審議会」

を始めさせて頂きます。本日はご多忙の中、委員の皆様にお集まり頂き誠にあり

がとうございます。 

  それでは次第に従いまして、西淵会長に進行をお願いしたいと思います。会長、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１ 挨拶 

 ○西淵会長 

  皆様こんにちは。本日は３回目の瀬戸市国際未来教育特区学校審議会開催とな

ります。 

  前回の審議会では、有限責任監査法人トーマツ様、株式会社教育システム様に

お越しいただき、設置基準に基づいて委員からの質疑に回答後、意見交換を行い

ました。 

本日は、前回の審議会を踏まえ、市長へお返しする答申案についてご意見を頂

戴したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

また、前回の会議で机上に配布した市民からの要望書の取扱いについてご意見のある

方はいらっしゃいますでしょうか。 

 

 〇森委員  

要望書を拝見しましたが、慎重審議を求められており、結論ありきではない調査審議を

することをご要望頂いたとのご指示を頂いたと理解しています。本審議会においては、瀬

戸市長からの諮問を受け、審議会運営規則に則り、設置基準に基づいて慎重かつ厳正

に調査審議を行っております。従って、要望者の求める「結論ありきではない調査審議を

行うこと」についてはなんら異論なく審議が進行しており、支障ないものと考えます。皆様ど

うお考えでしょうか。 

 

***他委員より、異議なしの声*** 
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 〇西淵会長 

それでは、今回の要望書については、要望者と同様の考え方で進めているため、ご意

見として賜ることといたします。また、前回以降に市民の方から申し入れを頂いていること

についても今後検討していきたいと思いますので、取扱いについては相談させていただきた

いと思います。 

 

２ 学校設置認可申請書について 

○西淵会長 

それでは引き続き、「２ 学校設置認可申請書について」について審議を進めま

す。前回伝えきれなかった意見や重複する意見でも構いませんので、重要だと思

われる意見をお聞かせいただきたいと思います。 

前回の審議会での意見について、教育システムから回答書を頂いています。１

点目は教員・職員の組織調書についてです。八槇委員が指摘された点について、

確定していない段階のものですが、教員 10 名の確保が記載されたものが返ってき

ています。２点目は宣誓書についてです。履歴書類等で一定の確認はできますが、

学校教育法第９条に該当しない旨の宣誓書を役員の方から頂いておりますのでお

伝えさせていただきます。３点目は入学金や授業料の変更についてです。入学時

に示した授業料を理由なく値上げすることは想定しておらず、経営の安定が図る

ことができれば逆に値下げを積極的に実施していきたいとご回答頂いています。

また、授業料は丸地委員の指摘の通り、非課税であると確認が取れております。 

これらの点を踏まえて活発に議論をしていきたいと思いますが、これまでの点

も含めて委員の方から設置認可についてご意見を頂きたいと思いますがいかがで

しょうか。 

 

〇八槇委員 

前回の会議での懸念として申し上げていたのが、総授業時間数です。相模原で

実績があるということでしたが、実態としての子どもの負担はどうなのかまでは

聞けませんでした。相模原では問題が起きなかったとしてもこちらでは起こるケ

ースがありますので、心のケアが必要です。スクールカウンセラーを置くことや、

それらをサポートできる組織の立ち上げがあれば、保護者・子どもも安心して通

うことができるのではないかと思います。 

 

〇西淵会長 

総時間数については、46 週間で 1 年４学期生、1,380 時間という事でした。34
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～35 週を基準として学習指導要領に定めていますが、それを超えるのは往々にし

てあり、普通の学校でも 41～42 週程度あるケースがあります。ただし、更に実数

が多いため委員の方のご心配があると思います。森委員はいかがでしょうか。 

 

〇森委員 

年間の基準である 35 週が 46 週になるという話なのか、それとも年間で授業の

ある週がトータル 46 週間あるという意味なのか。その中で実際には学校行事や祝

日等もありますが、１週間１コマ（１時間）の授業であれば、年間 35 時間実施す

れば良いというのが基準ですから、46 時間という事であれば 11 時間分増えること

になります。例えば道徳の授業について、年間 46 時間やるという話なのか、単に

授業がある週を 46 週設けるのか、後者だと大したことはないと思いますが、どち

らの意味で 46 週という話が出てきたのかはっきりしていなかったと思います。 

 

〇西淵会長 

認可上、基準を下回るのはいけないが、今回は上回っており基準はクリアして

いることから、八槇委員の通り子どもの負担を十分ケアできる体制が重要かと思

います。これから詳細な計画を出して、実際にカリキュラムを運営してみないと

分からない部分がありますので、認可上は適正に運営するようにすればお願いす

れば良いのではないでしょうか。 

 

〇八槇委員 

判断基準は問題ではなく、46 週あるいは毎日６時間の負担があるということだ

けでなく、それ他原因での悩み等が発生するかもしれないため、スクールカウン

セラー等の処置をすると良いのではないかと思いました。 

 

〇清水委員 

設置基準の点は問題ないと思っており、今後のカリキュラム次第であるため、

その点は教育委員会が判断されるのではないかと思います。私が気になったのは、

前回の会議で示された経営計画について、計画通りにいかなかった場合の採算ラ

インについて、どのくらい明確なのかという点が少し見えません。実際には生徒

募集が困難になると予測されていますので、集まらなかった場合数年分耐えられ

る資金があるということですが、継続的に赤字が続けば問題が出てくると思いま

す。 

２点目が組織調書について、中学校免許と高校免許しかもっていない教員の方

も人数に入れていらっしゃいますが、この 10 人の人数については学校教育法上と
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いうことだと当てはまらないのではないでしょうか。これは専科教員の扱いとい

う理解で宜しいでしょうか。 

 

〇西淵会長 

後半については、音楽の先生のことで学年をまたいで専科的に行う予定と認識

しています。今後については教員採用を進めるそうですので、先ほどのスクール

カウンセラーも含めて要望ができると思われます。前半の経営の安定性について

は、先に丸地委員に意見を伺いたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

〇丸地委員 

今回私は主に財務・経営の面から確認させていただきましたが、組織を立ち上

げる上で、まずは運用財産の確保と今後の収益性が重要と考えています。これに

ついてはチェックリスト等に基づいて充足していると現時点では判断しています。

ただし、計画段階ではこのような形になっていますが、実際には入学者の確保や

退学者の発生等により、収支計画は思い通りにいかない可能性もあります。その

年の実態に基づいた経営計画に適時に修正して運用していき、中長期的な計画を

立案し運用していくことやそのチェックが必要であると考えます。 

 

〇西淵会長 

経営状態を常にチェックしながら実施する必要があり、経営方法についても具

体的にご提案を頂いたと思います。 

 

〇伊藤委員 

私も清水委員と同じで、学校法人化後の入学金等について、前提条件が変わる

と計画も変わる可能性がありますので計画的なチェックが重要と思います。 

 

〇西淵会長 

前回も申し上げた通り学校の魅力を高めてアピールすることが、人気を得る大

事な要素でもあり、PR の仕方については意見を出して頂いていると思います。昨

今の厳しい状況もあるので知恵を絞り、情報の部分に長けた民間会社である点を

活かして取り組んで頂けたらと思います。 

 

〇森委員 

前回学校経営の中で、とりわけカリキュラムマネジメントの点で意見させて頂

きましたが、認可上は問題なく、夢があり期待が持てる構想をお持ちですが、現
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時点で全て満たすというのは難しいと承知しています。この先どう具現化を図っ

ていくかについては、教育的知見を持った方々のサポートが必要であると思いま

す。会長のお話にもあった学校の魅力を出す点においては、一朝一夕ではできな

いため、地域の伝統や特色を踏まえ長期的な視点で継続的により良くしていける

ことが必要だと思います。 

 

〇丸地委員 

今回株式会社を設置するため、学校事業だけでなく本業の財産運用も必要とな

ります。このため経営を早く軌道に乗せるだけでなく、本業でも安定した収益性

の確保が重要となってくると思います。 

 

〇西淵会長 

先日９月入学の話がありましたが、その際にも国際的な基準が出ていました。

それに合わせるかどうかは議論の余地がありますが、国際性はこれからキーワー

ドになると思います。 

瀬戸市は伝統的に培ってきた産業的な基盤や、政令市の名古屋のベッドタウン

となる立地の良さ、多様な人材の輩出しているすばらしさ等があり、瀬戸市が発

信元になって、国際的に活躍できる子どもたちを育てて頂きたく、それが特区申

請した一番の狙いではないかと考えます。瀬戸市は地理的にも規模的にも良い位

置を占めているのではないかと考えています。 

また、国際未来の未来というのは、今後の社会を見据えた上で子供たちを育て

るということで、未来社会ではＩＣＴは欠かせないため、それを広げる役割をこ

の学校に担って頂きたいと思います。経営的には覚悟を持って頂き、丸地委員の

指摘のように見直しを図りながら安定性の確保という観点から進めていただきた

いと思います。 

 

○西淵会長 

他に、ご質問やご意見などはございませんか。ありがとうございました。 

それでは、「３ 答申（案）について」に進みます。この先の内容は、実際の答

申内容の検討になりますので、市長へ答申する前に公開することは馴染まないと

考えます。瀬戸市国際未来教育特区学校審議会運営規則 第６条 第４項に基づき、

会議を非公開として取り扱いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

***委員より、「異議なし」の声*** 
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○西淵会長 

 それでは、これ以降の議事進行については、非公開として取扱いたいと思いま

す。また、４階庁議室にて行っている傍聴についても、ここで映像及び音声をオ

フにさせて頂きますので、よろしくお願いします。 

 

***以下、非公開で会議を実施*** 

 

***答申書の文言等については会長に一任することの承認を得た*** 
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第 3 回 瀬戸市国際未来教育特区学校審議会 議事録（非公開部分） 

 

日 時：令和 2 年 5 月 29 日（金）午後 2 時 00 分から 

場 所：瀬戸市役所 5 階 全員協議会室 

出席者：委員：西淵茂男、丸地弘泰、八槇直幸、清水克博、伊藤亜有夢、森和久 

    市：教育長、教育部長、経営戦略部長、教育政策課長、政策推進課長、 

事務局 

 

３ 答申（案）について 

○西淵会長 

それでは、答申原案を作成しましたので、配布させて頂きます。日付は未調整

ですが、早ければ来週にも私と丸地副会長で答申を予定しています。今回の申請

について問題はないという結論に達しました。ただし、付帯意見を４点申し添え

る予定です。１つ目が学校経営の経験者によるサポート体制を確立すること、２

つ目が学校カリキュラムマネジメントについて綿密に計画を作成していることで、

これは教育課程の実数や運営上の問題も含まれます。３つ目は健全な財務体質を

維持するために想定入学定員数の確保に努め、開校後は運営計画と実績の差異を

分析することです。４つ目は学校運営に必要な計画書を開校までに作成すること

です。これはいじめや心のケア等について、教育委員会のご指導を頂きながら具

体化していければ委員の方々のご心配も消えるのではないかと思いますので、サ

ポートをお願い致します。この４点を付帯意見にさせて頂きたいと思いますが、

この答申（案）にご意見のある方はいらっしゃいますか。 

  

 〇伊藤委員 

  申請会社からの積極的な情報公開があると良いと考え、こちらから請求しなく

てもオープンにして頂きたいと思います。 

 

 〇西淵会長 

市民の方からの意見もありましたので、事務局と相談してそれに関しては申し

入れたいと思います。 

 

 〇森委員 

  前回・今回議論した内容を網羅してまとめて頂いて良いと思いますが、今後事

務局と調整する中で更に細かい文言修正があれば、会長に一任させて頂きたいと

思います。 
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 〇八槇委員 

  特に異議はありません。 

 

 〇清水委員 

  先ほどの情報公開もそうですが、瀬戸市が積極的に関与や定期的な協議ができ

るような手続きについて書かれた方が良いのではないでしょうか。特区のため事

情が分かりませんが、実際に特区申請でできた学校について管理や運営面で助言

ができるかどうかの点や、教育委員会が入れるかどうかについてはいかがでしょ

うか。 

 

 〇西淵会長 

私立は県の私学振興室が行っているが、特区は市長が認可権を持っており、運

営上の管理権も市長が持っていると考えます。運営上の判断は瀬戸市になるため、

教育委員会は所管として直接的に助言することは無いと思います。 

 

〇清水委員 

先程出た情報公開など、市としても何かしらの関与は重要と考えます。 

 

〇西淵会長 

審議会は次年度以降も継続的に行われるので、提出される資料やそれを踏まえ

た審議も重要になってくると思います。委員からのご意見として事務局から伝え

ておいて頂きます。 

 

〇教育政策課長 

今後の審議会の皆さんの役割としましては、今後開校になりましたら、教育的

に計画通りに進めているのか、法律的に職員数や子どもの人数が守られているか、

経営状況についてどうか、という３点について毎年審議会の中で調査し、経緯を

見守りながら指導して頂き、その結果を毎年公表することを想定しています。 

また教育委員会との関係という点では、教育システムからも要望があるため、

良い形で今後やっていければと思います。 

 

〇丸地委員 

  学校の強みについての積極的なアピールは重要だと思います。今回株式会社が

学校を設立するということで、従来教育に携わられていない方が運営するという
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点は弱みと思われますが、見方を変えれば強みになると思います。また、ＩＣＴ

はコロナの状況下で世間の注目もあるため、その点でのアピールがより重要にな

ると思います。 

 

○西淵茂男会長 

この原案で答申させていただくことで、ご異議ございませんか。 

語尾や文言等の整理については、会長一任とさせて頂きたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。この先は、事務局と文言等整理した後、丸地副会長と共に

市長へ答申したいと思います。 

それでは以上で、すべての議事を終了しましたので、事務局へお返しします。 

 

４ その他 

〇教育長あいさつ 

本日も大変充実したご審議、お疲れ様でございました。本日に至るまで、熱心

かつ冷静な審議を頂きました。会長が仰いましたとおり、この先は、来週もしく

は中旬までに市長に答申いただくこととなります。委員の皆様には、学校設置が

認可となった場合、開校まで節目ごとに、委員の皆様に進捗・情報の報告をさせ

ていただきます。 

申請書が提出されてから約２か月の間、コロナ禍の中、またご多用の中、本当

に慎重かつ厳正な議論に対処いただき心より感謝して申し上げます。また今後も

様々な場面でご指導・ご鞭撻よろしくお願い致します。 

瀬戸 SOLAN 小学校設置における瀬戸市国際未来教育特区学校審議会は第３回を

持ちまして終了いたします。どうもありがとうございました。 


